
1 5

Profile

　女性の大きなライフイベントである出
産。しかし生活習慣や気持ちの変化に
より、産後うつが引き起こされるケース
がある。
　東北大学では、産後うつ克服と妊
娠・出産に伴う心の健康向上に向けた
調査研究「スマイリー・マミー・プログ
ラム」（SMP）の一環として、スマホのラ
イフログアプリを活用したデータ収集・
モニタリングを実施。産後うつを引き起
こす要因の特定と産後うつの予防法・

産後うつ予防へライフログを収集するIoTシステム

治療法の開発を進めている。
　妊娠中期から産後2か月の期間、妊
産婦に活動量計ムーヴバンドとSMP
ライフログアプリを提供し、2つのデバ
イスをシステム連携。前者は、歩数、睡
眠パターン、消費エネルギーを測定し、

データをスマホアプリで確認できるも
のだ。後者は自身の1日の行動や気持
ちの変化、睡眠などを記録する。
　アプリを使ってセルフモニタリングが
できることで、マタニティライフの質向
上も期待される。
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工場へ、中小企業へ、
発想豊かに広がるモバイル

　10年前の2009年、「MCPC award 2009」では、ビ
ジネスにおけるモバイルの活用が、フィールド業務、店
舗営業、工場など、様々な場所・業務へ一気に拡大した。

　グランプリを受賞したのは九州電力。停電や故障の
際もスピーディに対応できるよう、GPSで顧客の近くに
いるエンジニアを探して訪問の段取りをする「配電ケー
タイモバイルシステム」を開発。悪天候でも利用できる
頑丈な携帯端末が話題となった。
　フィールド業務では、写真の活用が報告業務の質を
向上。建物の点検後、写真を撮影して作業結果やコメン
トを入力して送信する事例が複数見られた。
　モバイルシステムは「緊急時の特別なもの」ではなく、
基幹システムとつながり、情報を有効活用する手段とし

て注目されたのである。
　また、中小企業の活用事例が多く輩出されたのもこの
年である。
　営業報告の手段としてモバイルを活用したり、工場内
での生産管理にQRコードを活用し、進捗状況をリアル
タイムに把握できるようにしたりなど、屋内における業
務でもモバイルが活用された。
　こうした業務に入りこんだ使い方はスマートフォンの
普及とともに、さらに現場に浸透していくこととなる。
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活用分野 妊娠・出産に伴う心の健康向
上

テクノロジ 活動量計ムーヴバンド、スマ
ホアプリ

DATA 図　スマイリー・マミー・プログラムによるライフログ収集の仕組み

妊産婦 研究者
医療関係者・セルフモニタリング

活動量・生活習慣・気持ち
の変化を自ら計測・記録

①バイタルデータを
　日々アップロード

①ライフログデータを
　日々登録

②バイタル/ライフログ
　データをダウンロード

匿名化管理室

③適宜バイタル/
　ライフログデータを
　確認

・サポート
産前産後における心の
状態を専門スタッフがサポート

・調査研究
データの統合・分析
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ソフトウェア

ムーヴバンドの
データ管理
システム

健康サポート
リンク

COLUMN

社外

基幹
システム

これまで
当時、モバイルでもOK
になった部分

モバイル
端末

モバイル
端末

工
場

社
内


